
生成AIに送信したメッセージなどを可視化し

情報漏えい防止や効果的な活用が可能に！

生成AIの利活用を安全に

生成AIの活用が広がる中、個人情報の漏えい、機密情報の漏えい、シャドーIT、学習効果への影響など

新たな問題も生まれています。生成AIの問題を解決できる機能が求められています。

標準機能としてご提供！

AIチャットフィルター

機能の詳細は裏面へ  >>>

2023年
8月16日
提供開始

「AIチャットフィルター」機能 内容

ログ
いつ・誰が・どんなメッセージを生成AIに送信したか、ブロック
した単語を管理画面から閲覧できる

フィルタリング
機密情報を含む特定単語のブロックなどの
フィルタリングが可能

警告画面表示 生成AI利用には注意が必要である旨を警告画面で伝える



１．Webサービス制御

４．ログ

３．投稿単語でのフィルタリング制御

２．グループ設定/時間割での制御

■本書は、2023年6月現在の情報をもとに作成されています。最新の情報は弊社Webサイトをご参照ください。
■Active Directory、Microsoft 365およびWindowsは、 Microsoft Corporationの登録商標または商標です。Android、GmailおよびGoogle Chromeは、Google LLCの登録商標または商標です。iOSは、Apple Inc.のオペレーティング・システムの名称です。iOSは、Cisco 
Systems, lnc.の登録商標または商標です。
■デジタルアーツ、DIGITAL ARTS、i-FILTER、i-FILTER Anti-Virus & Sandbox、i-FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox、i-FILTER@Cloud Dアラート発信レポートサービス、info board、Active Rating System、D-SPA、Anti-Virus & Sandbox for D-SPA、NET FILTER、
SP-Cache、White Web、ZBRAIN、クレデンシャルプロテクション、ホワイト運用、m-FILTER、m-FILTER MailFilter、m-FILTER Archive、m-FILTER Anti-Spam、m-FILTER Anti-Virus & Sandbox、m-FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox、m-FILTER@Cloud Dアラート
発信レポートサービス、m-FILTER File Scan、Mail Detox、m-FILTER EdgeMTA、EdgeMTA、FinalCode、i-フィルター、DigitalArts@Cloud、Desk、Desk Event、StartIn、f-FILTER、DアラートおよびDコンテンツその他の弊社・弊社製品関連の各種名称・ロゴ・アイコン・
デザイン等はデジタルアーツ株式会社の登録商標または商標です。
■本書に記載されている画面および画面設定例は、開設のためのイメージであり、実際の画面とは異なる可能性がございます。
■本書に記載の内容は変更される場合があります。予めご了承ください。
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必要な生成AIを設定

任意のグループ・ユーザー・時間帯を設定

必要なログを分析し、利活用方法を検討

ChatGPTやBard、Bing AIを
閲覧許可またはブロック

任意のグループ・ユーザー・
時間帯で生成AIの利用を制御

生成AIツールに投稿した
単語まで識別し検知・制御が可能

投稿単語まで細かく制御

ChatGPTにどのような
メッセージを送信したかを

ログから分析

適切な生成AI利用が行われているかを確認することが可能

生成AIツールへの個人情報・機密
情報の送信有無を確認したり、利

用状況を分析可能
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